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これまでのトマトやキュウリを用いた研究から、切断を行った胚軸の組織癒合には子葉で生産されたジベレリン、および根か
らの微量元素が必要であることが報告されている(Asahina et al. 2002, 2006, 2007)。しかし、現時点では植物ホルモン
（ジベレリンなど）の合成が子葉で行われ胚軸へと移動していることを示す証拠は、得ることが出来ていない。本発表では、
植物ホルモンの長距離間シグナル伝達機構、組織・器官間での輸送についての研究成果を報告した。以上の研究は、私立大学
戦略的研究基盤形成支援事業、科学研究費補助金(若手B)による支援を受けて行ったものである。
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Effects of cotyledon removal on the endogenous phytohormone levels in hypocotyls of tomato young seedlings.
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